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▲岩手県宮古市国道４５号の被災状況 ▲岩手県陸前高田市国道４５号
気仙大橋上部工の流出

▲気仙沼国道維持出張所の被災状況 ▲岩手県多賀城市国道４５号の被災状況
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１） 東日本大震災の被害概要
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地震

◯ 2011年(平成23年)3月11日午後2時46分ごろに発生した東北地方太平洋沖地震によっても
たらされた大災害。

◯ 地震の規模はＭ(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ)9.0で気象庁観測史上最大の地震。

◯ 宮城県北部で震度7、岩手、宮城、福島、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉の各県で震度6強
から6弱を観測。広範囲で高い津波が発生。

◯ 人的被害は死者・行方不明者2万2千人超。（H30年9月消防庁資料）

◯ 道路被害は高速道路15路線、直轄国道69区間、補助国道102区間。（H23年5月 国土交
通省資料）



１） 東日本大震災 ～ネットワーク～

◯ 日本海岸のネットワークが太平洋側の代替ルートとして機能を発揮。（関越自動車道、日
本海沿岸東北自動車道等）

◯ ミッシングリンク等により高速道路が本来果たすべきネットワークとしての機能に課題。
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地震

※ 震災前の交通量はH22．3．7（月）～10（木）
※ 震災後の交通量はH23．3．14（月）～17（木）
※ 交通量はIC間毎の交通量をJCT間で加重平均したもの

：一般車は通行止
※山形道の村田JCT～

笹谷ICは全車通行止

：3/14～15は一般車は通行止、

3/16～一般開放

： 80%以上、 90%未満

： 90%以上、100%未満

：110%以上、120%未満

： 80%未満

：100%以上、110%未満

：120%以上

震災前後の増減率

国道45号気仙大橋

通行止め（上部工流出）による広域迂回が発生

被災地への車の流入により激しい渋滞が発生

産経新聞5月5日朝刊

国道45号小泉大橋

国道45号の渋滞状況
（石巻市内）

○ 震災直後の大型車交通量の変化 ○ 三陸沿岸都市の連絡状況



１） 東日本大震災 ～発災直後の初動対応～

◯ 「くしの歯」作戦を展開。発災から１週間で道路啓開は概ね完了。
◯ 発災直後は各道路管理者が個別に通行止め情報等を提供。12日後に関係機関の情報を

集約して提供。

4

地震

3月11日
（地震発生当日）
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久慈市

宮古市

南三陸町

釜石市

大船渡市

陸前高田市

気仙沼市

石巻市

＜第１ステップ＞ ＜第２ステップ＞ ＜第３ステップ＞

○ くしの歯作戦

3月12日～15日

3月16日～
（18日までにR45は

97通行可）

地震発生後～

東北地方整備局

各県・政令市

・各道路管理者毎に通行止め情報を提供

NEXCO東日本

3/23～

国土地理院：東北地方道路規制情報 災害情報集約マップ

・東北地整で、国道、県道、NEXCO東日本の情報を集約し
て、国土地理院のHPで提供

日本道路交通情報センターやVICSで
は、県道・市町村道の一部の通行止情
報について提供できなかった。また、道
路管理者が旅行速度情報などの交通
状況を把握できなかった。

○ 発災直後の道路交通情報の提供



１） 東日本大震災 ～道路の耐災害性～

◯ 津波を考慮して高台に計画された高速道路が、住民避難や復旧のための緊急輸送路として機能。
◯ 過去の震災を踏まえ耐震補強を実施してきた結果、致命的な被害を防ぐことができ、早期復旧。
◯ 一方、盛土構造は多数崩落が発生するなど耐震性に課題。
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地震

橋脚補強

【耐震補強済み（鋼板巻立補強）】

地震動により損傷なし

国道４５号（観測震度：震度６弱）

【耐震補強なし】

橋脚が地震動により損傷

県道（観測震度：震度５弱）

橋脚補強なし

○ 落橋防止装置が機能
・落橋防止装置（写真中央）の一部破壊

・桁を支えるゴム支承（黒い部分）は健全

落橋防止装置

（国道13号福島西道路吾妻高架橋）

【耐震補強済み（ＲＣ巻立補強）】

地震動により損傷なし

東北道（観測震度：震度６強）

橋脚補強

3月11日（発災直後） 3月17日 （地震発生より6日後）

地震発生から6日後に応急復旧完了

○常磐自動車道（水戸IC～那珂IC）の例

○ 発災直後の住民の避難場所として機能

・宮古道路では、住民約60人が盛土斜面を駆

け上がり道路に避難

・釜石山田道路では、小中学校の生徒・地域

住民が自動車道を歩いて避難

釜石山田道路（自動車専用道路）
を歩いて避難する住民津波で被災した国道45号

国道45号

津波を考慮して整備された
三陸縦貫道

○ 救援・救助活動を支援

・自衛隊等の緊急車両の到達を可能とし、

沿岸市町村への救援ルートを確保

○ 復旧のための物資輸送道路として機能

・食料、医療品、燃料等の救急救援物資を

防災拠点、避難所に届ける緊急輸送路と

して機能

三陸縦貫自動車道（開通率５１％）の部

分供用区間が、住民避難、復旧に貢献

（開通日）

・釜石山田道路 4.6km （H23.3.5）

・唐桑道路 3.0km （H22.12.19）

・宮古道路 4.8km （H22.3.21） 等

＜災害に強い高規格道路として＞

＜副次的にも機能する公共インフラとして＞

名取IC～仙台若林JCT周辺の5箇所に

津波時の避難のための仮設階段を設

置 （設置時期：H23.5）

○ 副次的に防災機能を発揮した事例 ○ 耐震補強の効果と復旧事例



１） 東日本大震災を踏まえた緊急提言

6

地震
H23.7.14 第7回高速道路のあり方検討
有識者委員会

【主な評価すべき点】
（１） 広域的な視点から復旧活動を展開し､早期に輸送路を確保
（２） 過去の教訓を活かした整備(ルート､構造)などが奏功
（３） 高速道路のトラック輸送をはじめ、様々な交通モードがその特性に応じた 輸送を展開するとともに、高速バスが鉄道

を代替する等の機能を発揮
（４） 副次的な防災機能（防災拠点、避難場所、浸水拡大防止等）を発揮した例も存在
【主な課題】
（１） ミッシングリンク等により高速道路が本来果たすべきネットワークとしての機能に課題
（２） 災害時も想定した物資輸送の拠点となる港湾・空港などとの連絡確保に課題
（３） 国・地方公共団体などが連携した被災者や物資輸送者への交通関係情報の提供に課題
（４） 物資輸送等のための燃料供給に課題
（５） 高速道路の構造（盛土）の耐震性に課題

１．現時点の総括と教訓

２．東日本大震災を踏まえた今後の道路政策への緊急提言

（１） 新たな二段構え（防災＋減災）の耐災思想に基づく取組が必要

（２） 他の交通モードや防災施設等との連携が重要

（４） その他
［人材育成や技術開発等の推進］
［災害に対応した管理とスマートウェイの強化］
［災害時の地域の孤立化等を防ぐ考え方を取り入れた事業評価の充実］
［産業創生を牽引する観光の推進］
［被災者や復旧・復興のための料金施策の適切な改善］
［大震災を踏まえた国と地方、官と民のあり方の整理］

（３） 戦略的かつ効果的なネットワーク強化が必要
［幹線道路ネットワークの弱点解消］

［被災地域の早期復興を促進する「復興高速道路」等の整備］

［大震災が想定される地域等の再点検］
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２） 熊本地震の被害概要地震

◯ 平成28年4月14日21時26分に熊本地方でM6.5の地震が発生。また、16日01時25分にもM7.3 の地震が発生。
これらの地震により熊本県で最大震度７を観測。

◯ このほか、4月14日21時26分以降、最大震度6強を観測する地震が2回、最大震度6弱を観測する地震
が3回発生。

◯ 熊本地方のM3.5以上の地震の回数は新潟県中越地震等を上回る257回（6月21日13時半時点）。

宇土市

大津町

益城町
西原村

南阿蘇村

阿蘇市

熊本市

大分市

別府市

由布市

竹田市

日田市

菊池市

高森町

山都町

宇城市

御船町

橋梁の被災箇所

大分道由布岳ＰＡ
（切土のり面崩壊）

国道212号
（落石・岩盤崩壊）

国道445号
（落石・岩盤崩壊等）

［凡例］

県道28号
桑鶴大橋

九州道跨道橋
府領第一橋

国道443号
（盛土）

国道325号阿蘇大橋

県道28号俵山トンネル

国道57号
（斜面崩壊）九州道益城ﾊﾞｽ

ｽﾄｯﾌﾟ（盛土）

村道阿蘇長陽大橋・戸下大橋

県道28号俵山大橋

県道28号
大切畑大橋

植木IC

八代IC

高速道路

国道

在来線

トンネルの被災箇所

土工の被災箇所

九州道
木山川橋

×

×震央 （前震・本震以外、
震度５強以上を
観測した地震）

震央（前震・本震）

道路の主な被災状況

〈九州道跨道橋 府領第一橋〉

〈九州道益城ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟ（盛土）〉
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２） 熊本地震 ～道路構造物の被災・応急復旧～地震

□ 緊急輸送道路の橋梁等の被害

〈熊本高森線〉
（桑鶴大橋）

支点部の損傷

〈九州自動車道を
跨ぐ跨道橋〉（神園橋）

支承損傷による桁の変形

〈九州自動車道〉
（木山川橋）

〈ロッキング橋脚を有する橋梁の落橋〉（府領第一橋）

□ 特殊な構造を有する橋梁の被害

柱柱柱

横変位拘束
構造の破壊

ロッキング橋脚

ヒンジ構造

〈想定される落橋メカニズム〉
（平面上部より）

〈想定される落橋メカニズム〉
（橋軸直角方向より）

□ 盛土崩壊

基礎地盤の崩壊 基礎地盤の沈下

〈国道443号（益城町）〉 〈九州自動車道（益城町）〉

◯ 緊急輸送道路の橋梁及び緊急輸送道路を跨ぐ橋梁に被害が生じ、早期復旧できない事象が発生。
◯ 水平方向の抵抗力を受け持たないロッキング橋脚を有する特殊な橋梁が落橋。
◯ 集水地形等の盛土の崩壊や切土法面の崩壊、道路区域外からの落石や岩盤崩落が発生。
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２） 熊本地震 ～応急復旧活動の支援～地震

〈俵山トンネル(県道)〉
たわらやま

〈阿蘇長陽大橋（村道）〉
あ そ ちょうよう〈阿蘇大橋（国道３２５号）〉

◯ 自治体が管理する道路においても、応急復旧作業を国の職員で組織されたＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが対応。
◯ 大規模な土砂崩落により県管理の阿蘇大橋（国道325号）や俵山トンネル(県道28号)、村管理の

阿蘇長陽大橋等を国が代行して、復旧工事を実施。
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２） 熊本地震 ～ネットワーク機能の確保～地震

□ 緊急輸送道路の通行止め箇所

県道熊本高森線

〈緊急輸送道路の通行止め箇所図〉

□ 九州幹線道路ネットワーク

九州の東西軸の強化が必要

熊本

大分

阿蘇

延長約９５ｋｍ

延岡

〈九州幹線ネットワーク図〉

〈九州東西軸図〉

◯ 熊本県では、緊急輸送道路が約２千km指定されているが、50箇所で通行止めが発生。
◯ 阿蘇地域では、東西軸の緊急輸送道路である国道57号と県道熊本高森線が同時に通行止めとなり、

熊本地域からの救援・物資輸送が困難となった。
◯ 応急復旧に必要な資機材の融通がうまくいかず、応急復旧に時間を要した。
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２） 熊本地震 ～占用物件等の被災～地震

電柱の被害による支障の具体例

〇傾斜した電柱や垂れ下がった電線により、道路が塞がれて、消防車や救急車が入れず、徒歩や迂回を
余儀なくされた

〇傾斜した電柱により、トラック等の通行できない箇所が多数発生し迂回を余儀なくされた
〇倒壊電柱・電線により、ガレキの撤去ができない箇所が多数発生した

□ 電柱の被害状況（益城町付近の例）

県道２８号（緊急輸送道路）

〈電柱の傾斜〉

益城町役場付近

〈電柱の倒壊〉
〈無電柱化区間（被害なし）〉

県道２８号（緊急輸送道路）

□ 無電柱化された区間の状況

□ 標識の状況

国道４４３号（緊急輸送道路）

〈標識（被害報告なし）〉

◯ 電柱の倒壊、傾斜により、救急救援活動や救援物資の輸送、復旧作業に支障。
◯ 地下埋設占用物件の液状化によると考えられる変状。
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２） 熊本地震 ～道路通行可否情報の収集～地震

〈ドローン〉〈ITV映像〉 〈バイク隊(北陸地整の例)〉

□ 災害時の情報収集に有効と思われるツール

〈ＥＴＣ２．０マップ〉
通行可

〈民間プローブマップ〉

通行可

〈通れるマップ〉

・道路管理者が実走により確認し作成
（発災後16時間後の4月16日17時初版）

・関係機関とも情報を共有し、災害対応の初動対策に利活用

〈ITV配置図〉

・国道５７号の法面崩壊に伴い光ケーブルが断線
・カメラ映像が見られない等情報収集に影響

□ 災害時の通行可否の情報収集

ITV配置図

×のり面崩壊

光ケーブルの
切断

通れるマップ

4/16(土) 17時現在

通行可

◯ 発災後、道路の通行可否情報の提供を関係者（政府機関、物資輸送機関等）から強く求められ、
実走による情報収集のみで「通れるマップ」を作成。

◯ 現地の道路状況を把握する装置（カメラ等）が光ケーブルの切断やヘリの夜間飛行不可等により利用
することができず、情報収集に影響。
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２） 熊本地震 ～関係者間の連携による渋滞対策～地震

渋滞状況

○地震により、国道3号を中心にした渋滞のピークは4/17

※１：渋滞時間＝道路延長（主要地方道以上）÷（1/実際の旅行速度－1/基準旅行速度）×12h（昼間）
ETC2.0のデータを集計

※２：九州自動車道（植木IC～益城空港熊本IC）
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5

木
6

金
7

土
8

日

（時間/12h）

【熊本市中心部における渋滞時間の推移】

4/18～ 利用IC誘導による市内への流入分散等

4/19～ 物資輸送車両等の通行可能

4/29～ 一般開放

※２

※２

地震前 地震後

約70％改善

※１

★4/15
現地調整会議
を設置

〈日別渋滞時間〉

〈南関IC付近可搬式電子情報板〉

〈菊水IC付近可搬式電子情報板〉

○利用ICの誘導による熊本市内への流入分散等を4/18から実施

渋滞対策

【周辺IC等からの迂回誘導】

南関IC

菊水IC

八代IC

熊本IC

植木IC

325１３

325１３

325１３

325１325

325１443

325１443

325１57

325１501

熊本市

熊本市役所

熊本県庁

阿蘇くまもと空港

通行止め
九州自動車道
（植木IC～八代IC）

※４／１８時点

：国道３号の迂回路
（熊本市内への流入分散）

〈迂回誘導図〉

◯ 発災後に物資輸送のための渋滞対策を行う現地体制の構築に時間を要した。（事前の体制検討が不十分）
※4/15 18:00に現地調整会議を設置

◯ 渋滞状況を踏まえた、動的な迂回誘導を行うための情報収集・提供装置などの準備が不十分。
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２） 熊本地震 ～特殊車両通行許可手続き～地震

道路の種別 行政機関名

県管理の国
道、県道

熊本土木事務所、宇城地域振興局、上益城地域振興局、菊池地域振興局、
阿蘇地域振興局、芦北地域振興局、八代地域振興局

市町村道

熊本市、宇土市、宇城市、美里町、御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、
山都町、菊池市、合志市、大津町、菊陽町、阿蘇市、南小国町、小国町、
産山村、高森町、南阿蘇村、西原村、芦北町、水俣町、津 奈木町、八代市、
氷川町

□ 被災により特車審査を中止した自治体

□ 特殊車両通行許可の手順

・トンネル手前でタンク
ローリーと誘導車が隊
列を組み、本線に合流

①合流

・一定の間隔を保つ

トンネル内

・トンネル通過後、
誘導車が離脱

③離脱

長大トンネル等

他の車両

他の車両

誘導車（後衛）

タンクローリー

誘導車（先導）

□ 長大トンネル等における災害時の通行規制の緩和

東日本大震災や熊本地震等を踏まえ、石油等を輸送するタ
ンクローリーについて、前後に誘導車を配置（エスコート通行
方式）するなど通行の安全を確保する場合に、災害時に限定
して長大トンネル等の通行を可能とするよう制度を改正
（H28.8）

エスコート通行方式のイメージ

◯ 被災地を発着する特車については、整備局では最優先で審査するよう措置したが、被災自治体では審
査を中止せざるを得ない状況

◯ 長大トンネル等ではタンクローリーの通行を禁止しているが、災害時の迅速なエネルギー輸送を確保
するため、通行規制の緩和について要望

オンライン申請（９３％）
※紙申請の場合は職員入力

申請書類の作成（トラック事業者）

申請受付システム

自動審査システム

自治体審査
（人手）

決裁・許可書準備

許可

申請書の印刷

受理

不備の修正依頼
（TEL）

協議資料印刷
協議依頼（FAX）

協議回答（FAX）
結果入力

電子道路情報データ（道路情報便覧）

電子データが収録されて
いない場合（約７割）

オンライン申請を含む全て

確認（人手）
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２） 熊本地震を踏まえた課題と論点地震 H28.6.23基本政策部会とりまとめ

１．発災直後
の情報収集

２．人命救助

３．救援物資の輸送

４．生活再建・
復興支援（産業）

５．将来への備え

フェーズ 対象車両 課題

・道路等パトロール車
・避難車

・救急車、消防車
・自衛隊車両

・物資輸送車両
（タンクローリーなど）
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動用車両

・トラック
・観光バス

＜課題１＞道路通行可否情報の収集

＜課題２＞道路構造物の被災・応急復旧

＜課題３＞占用物件等の被災

＜課題４＞応急復旧活動の支援

＜課題５＞特殊車両通行許可手続き

＜課題６＞関係者間の連携による渋滞対策

＜課題１＞道路通行可否情報の収集（再掲）

＜課題７＞観光事業者等への情報提供

＜課題８＞ネットワーク機能の確保



３） 大阪北部地震の被害概要～
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地震

◯ 平成30年6月18日 7時58分、大阪北部を中心とするM6.1の地震。

◯ 高槻市、枚方市、茨木市、箕面市、大阪市北区では震度6弱を観測。

◯ 大阪府高槻市道で小学校のプール脇にあるブロック塀が倒れ、小学生が死亡。

◯ 通勤時間帯と重なり、一般道では大規模な渋滞が発生。

傾木 橋梁梁部コンクリート片落下

ジョイントの盛り上がり路面の亀裂

【道路の被害状況】■推計震度分布



３） 大阪北部地震 ～高速道通行止めによる一般道の渋滞～

17

地震

〇通行止め路線

・阪神高速：全線（延長約260ｋｍ）

・ネクスコ西日本：11路線12区間（延長約260ｋｍ）

※通行止め中も要請に応じ緊急車両の通行を確保

（DMAT（災害派遣医療チーム）車両１台、自衛隊車両４台）

ネクスコ区間
阪神高速
一般有料道路

高速道路通行止め区間
（6/18 11:00）

○高速道路は、通行車の安全確保のため、通行止めにて点検を実施。朝のラッシュ時と重な
り、一般道で広範囲に渋滞が発生。

○鉄道が運休し、送迎のための車が都心部へ流入したことにより、交通量が増加。

八島

神崎大橋南詰

一般道の渋滞状況（八島）

一般道の渋滞状況（神崎大橋南詰）

〇通行止め時間（阪神高速）

・５時間０２分（池田線以外）

・５時間２２分（池田線）
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３） 大阪北部地震 ～踏切の長時間遮断～

◯ 大阪北部地震において、列車の駅間停止等により、多数の踏切道が遮断され、緊急自動
車が大幅に迂回を迫られるなど、救急活動等への支障が発生。

◯ 発災後の踏切の遮断状況について、関係機関の間で共有されていなかったことや、鉄道と
道路の立体交差箇所が長区間確保されていないことが課題として浮き彫り。

地震

坪井踏切
（長時間遮断）

東村踏切
（長時間遮断）

消防署

至
西宮

至 新大阪駅

至 河原町駅至 京都駅至 京都

至 梅田駅

至
大阪駅

救急
先

到着時間の遅れ【摂津市】
（通常） （6/18地震時）

2.7km（ 7分）→ 10.1km（42分）

到着時間の遅れ【吹田市】
（通常） （6/18地震時）

3.0km（10分）→  6.0km（23分）

凡例
：長時間遮断踏切

： 通常時

： 6/18地震時

救急車の現場到着ルート

Ｄ

救急
先

消防署

立体交差

立体交差



４） 北海道胆振東部地震の被害概要
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地震

□発 生 時 刻：平成30年9月6日3月7分

□震央、深さ：胆振地方中東部、深さ37km（暫定値）

□規 模：マグニチュード 6.7（暫定値）

□震 度：震度７：厚真町

震度６強：安平町、むかわ町

震度６弱：千歳市、日高町、平取町、札幌市東区

地震概要

資料：気象庁公表資料

被害状況

□ 人的・建物被害（H30.11.7時点）
（北海道しらべ）

人 的 被 害 死亡41人、負傷者749人

住 民 避 難 累計16,649人

住 家 被 害 全壊431件、半壊1,377件、一部損壊8,649件

非住家被害 全壊1,093件、半壊1,171件、一部損壊3,406件

□ ライフライン(被害最大時）
（北海道しらべ）

停 電 295万戸（道内全域）

水 道
全面断水　2町村、約8,000戸
一部断水　43町村、約54,000戸以上

□ 道路被害（通行止め最大時）
（北海道開発局しらべ）

高 速 道 路 4路線6区間 通行止め

国 道 3路線3区間 通行止め

道 道 14路線21区間 通行止め

道道夕張厚真線（厚真町）

道道上幌内早来停車場線（厚真町）



４） 北海道胆振東部地震 ～液状化の発生～

◯ 札幌市清田区において、谷地形上に盛土された地域で液状化が発生。（旧河道の盛土部）

◯ 道路の陥没・宅地の変状が発生した範囲は、谷部を火山灰質の砂質土で埋めた造成地で
あり、地下水位も高い状態。

◯ 地震動により地下水以下の土の層が液状化し、標高の低い箇所から液状化した土砂が噴出。

◯ 標高の高い範囲では液状化した土砂の流出により沈下・陥没が発生する一方で、標高の低
い範囲では土砂が堆積。

20

地震

〈旧河道の盛土部の液状化〉
H30北海道胆振東部地震清田区の事例

札幌市清田区里塚災害地周辺の航空写真
（国土地理院地図（電子国土web）より作成）

土砂の流出により
沈下した道路

土砂の噴出により
崩壊した道路

想定される変形メカニズム

• 平成30年9月10日に、国土技術政策総合研究所他からなる各分野の専門家の調査団に
よる現地調査実施。

• 同研究所及び土木研究所において、札幌市からの要請に応じて「札幌市清田区里塚地
区市街地復旧技術検討会議」に参画し技術的支援を行っているところ。



４） 北海道胆振東部地震 ～耐エネルギー障害～

◯ 北海道胆振東部地震により、北海道全域で停電が発生し、道路照明灯(約40,000灯)やトン
ネル照明（238箇所）が消灯、ＣＣＴＶカメラ1,970基の映像が遮断され、迅速に被災状況が把
握が出来ない事態が発生。（大部分の道路施設で無停電対策が未対応）

◯ 停電から約48時間後に北海道全域で停電解消し、事象は解消。

21

地震

発生した事象（道路施設）

ＣＣＴＶカメラ
（停電により映像途絶）

トンネル照明
（停電により消灯）

国道１９１号 ９３Ｋ１１０上

鎖峠４
道路情報板
（停電により消灯）

※イメージ

※イメージ

道路照明
停電より消灯

地震の経緯

H30.9.6 3時7分 地震発生
↓

H30.9.6 3時25分 北海道ブラックアウト
↓

H30.9.6 13時35分 札幌など一部地域で
停電解消

その後、順次停電解消地域拡大
↓

H30.9.8 北海道内全域で停電解消
北海道開発局で節電取組開始
（道路照明約2万灯消灯等実施）
※その後、電力供給の制約から道路の

照明灯を半数消灯するなど節電対策
を実施

↓
H30.9.19 北海道開発局で節電取組終了



４） 北海道胆振東部地震 ～高速道路の通行止め～

22

地震

◯ 道東道 追分町ＩＣで計測震度5.7（気象庁震度6弱相当）を記録。
（最大で道内高速道路の約半分（358㎞）が通行止め）

◯ 一般道の信号停電等も発生し、通行止めが長期化。
◯ 停電時は自家発電への切り替え、復電後は通常使用電力の20％の節電を実施。

・道内全域の停電に伴い、ＩＣ・ＴＮ等

132箇所で自家発電設備の切替え

・復電後も通常使用電力の約20％を節電

（対応例）

・トンネル入口部の緩和照明減灯

・道路情報板の緊急情報以外の非表示

・ＳＡ・ＰＡ照明の間引き

＜胆振東部地震の主な経緯＞

9/6（木） 03：08 北海道胆振東部地震発生

9/6（木） 08：00
緊急車両通行帯確保
（発災約5時間後）

9/6（木） 17：05
本線通行止め解除
（延べ13時間30分）

＜停電・節電対応＞

道央道 上下
森IC～八雲IC（36.2㎞）

9/6（木）6:00解除 道央道 上下
登別東IC～千歳IC（63.9㎞）

9/6（木）11:45解除

道東道 上下
苫小牧東IC～沼ノ端西IC（4.0㎞）

9/6（木）11:45解除

道東道 上下
占冠IC～十勝清水IC（47.1㎞）

9/6（木）9:45解除

道東道 上下
千歳恵庭JCT～占冠IC（76.6㎞）

9/6（木）14:10解除

道央道 上
千歳IC～恵庭IC（9.0㎞） 9/6（木）11:45解除

恵庭IC～札幌南IC（18.4㎞） 9/6（木）13:00解除
道央道 下

千歳IC～札幌南IC（27.4㎞） 9/6（木）11:45解除

道央道 上下
札幌南IC～札幌JCT（7.4㎞） 9/6（木）16:45解除

札樽道 上下
札幌JCT～札幌西IC（14.0㎞）

9/6（木）16:45解除

道央道 上
札幌JCT～江別西IC（7.1㎞）

9/6（木）17:05解除
道央道 下

札幌JCT～江別西IC（7.1㎞）
9/6（木）16:45解除

道央道 上下
江別西IC～滝川IC（74.1㎞）

9/6（木）7:20解除

追分町IC

森IC

八雲IC

登別東IC

苫小牧東IC
沼ノ端西IC

千歳IC
千歳恵庭JCT

占冠IC

十勝清水IC札幌南IC

札幌JCT

札幌西IC

江別西IC

滝川IC



４） 北海道胆振東部地震 ～道の駅等の状況～

23

地震

○地域防災計画に位置付けられ、非常用発
電機等が設置された「むかわ四季の館」
は地域住民の避難所として機能。

○道内の全ての道の駅の安否・被災の確認
完了には約2日を要した。

非常用発電機 災害対応のトイレ

最大で270人が避難 外国人への情報提供

（簡体語）

（繁体語）

（韓国語）

（タイ語）

（ベトナム語）

○災害直後から、全道的に電力供給が停
止したことにより、各交通施設（航空・鉄
道・道路施設 等）が停止。

○交通結節点のＪＲ札幌駅周辺に、災害関
連情報を求める人が滞留。

地
下
鉄
東
豊
線

札
幌
駅
前
通

西
３
丁
目
線

西
２
丁
目
線

創
成
川
通

北７条通

北８条通

JRタワー

大丸

東
急

団
体
バ
ス

：歩行者動線 都市間バス停（現況）

路線バス停（現況）

北４条通

北５条・手稲通

西
５
丁
目
線

北口駅前広場

：地下歩行空間

札幌駅前
バスターミナル

地下鉄【運休】地
下
鉄
南
北
線

タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー

地
下
歩
行
空
間

札幌駅南口総合開発ビル

南口駅前広場

在来線

駅舎・改札

バス【運休】

ＪＲ【運休】

災害関連情報を求め
ＪＲ札幌駅待合所に人が滞留

バスターミナル閉鎖

9月6日11：45 撮影

落下物等が発生する可能性が
あり、発災直後から立入禁止

9月6日12：15 撮影

地下歩行空間を観光客用に解放

9月6日20時45分
より解放開始

9月7日7：50 撮影

交通結節点（ＪＲ札幌駅周辺）

バスの代替手段として
タクシーを待つ行列が発生

9月7日8：15 撮影

駅構内で避難者が発生

9月6日11：50 撮影

道 の 駅



５） Ｈ３０．７月豪雨の被害概要
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大雨

◯ 平成30年6月28日～7月8日までの総降水量が、7月の月降水量平年値の2～4倍の大雨。

◯ 土砂崩れやのり面崩壊、落石、倒木、路面冠水などにより、高速道路・国道・県道・市道あ
わせて約900区間で通行止が発生。

◯ 1道2府28県で2,512件の土砂災害（地すべりや土砂崩壊、土石流）が発生。

72時間降水量の期間最大値
（6月28日0時～7月8日24時）

出典：気象庁 （平成30年7月豪雨（前線及び台風第７号による大雨等））

区域外からの土砂流入による盛土崩壊

至 高松
（川之江東JCT）

至 高知
（大豊IC）

【被害状況】

土砂流入による車線閉塞（料金所） トンネル内への土砂・流木流出

斜面崩壊による上部工流出



５） Ｈ３０．７月豪雨 ～高速道路における主な被災状況～

25

大雨

⑨切土のり面崩落
／九州道（新門司IC～小倉東IC）

⑩切土のり面崩落
／東九州道（椎田南IC～豊前IC）

⑦区域外からの土砂流入による盛土崩壊
／広島呉道路（坂南IC～天応西IC）

③区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（高屋JCT・IC～西条IC）

⑤区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（志和IC～広島東IC）

①区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（本郷IC～河内IC）

②区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（高屋JCT・IC）

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑧区域外からの土砂崩落による橋梁
上部工流出 ／高知道（新宮IC～大豊IC）

④区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（西条IC～志和IC）

⑪

⑪長大切土のり面の広範囲な変状
／東海北陸道（荘川IC～飛騨清見IC）

⑥盛土のり面崩落
／中国道（北房IC～新見IC）

◯ 高速道路においては、区域外からの流木・土砂等の流入による被害が多数発生。

中国自動車道全通 7月9日（月） 8:19（3日16時間）

岡山自動車道全通 7月9日（月） 12:32（3日18時間）

東広島呉道路全通 7月10日（火） 7:00（3日23時間）

山陽自動車道全通 7月14日（土） 6:00（8日10時間）

尾道道松江道全通 7月20日（金） 9:00（14日3時間）

ひがし ひろ しま くれ

ちゅうごく

おか やま

さん よう

※（ ）は路線毎の通行止め時間＜開通履歴（中国地方）＞

おの みち まつ え



５） Ｈ３０．７月豪雨 ～直轄国道における主な被災状況～
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224

185

3173
1

③
②

⑥

①

【凡例】

：被災箇所（直轄）

④

⑤

41

27

29

2

53

180

56

201

202

⑦

③ 国道２号 広島県広島市
【車道部の洗掘】

② 国道３１号 広島県安芸郡坂町
【区域外からの流木・土砂等の流入】

① 国道２０１号 福岡県飯塚市
【盛土法面の崩壊】

④ 国道５６号 愛媛県宇和島市
【切土法面の崩壊】

⑤ 国道１８０号 岡山県総社市
【車道部の洗掘】

⑥ 国道２７号 京都府舞鶴市
【切土法面の崩壊】

⑦ 国道４１号 岐阜県下呂市
【区域外からの流木・土砂等の流入】

＜開通履歴（直轄国道）＞

岐阜県内の国道41号全通 7月10日（火） 7:00 （ 2日 17時間）

広島県内の国道31号全通 7月11日（水） 23:00 （ 5日 1時間）

愛媛県内の国道56号全通 7月16日（月） 15:00 （ 9日 8時間）

山口県内の国道2号全通 7月17日（火） 17:00 （ 11日 5時間）

広島県内の国道2号全通 7月21日（土） 18:00 （ 14日 22時間）

※（）内は路線毎の通行止め時間

◯ 大雨の影響により、西日本を中心に1府10県の広い範囲で直轄国道が被災。



５） Ｈ３０．７月豪雨 ～一般道における主な被災状況～
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土砂流出

橋梁洗掘 法面崩落 路面冠水

愛媛県大洲市 市道大成橋線（大成橋）
えひめ おおず おおなるばしせん おおなるばし

愛媛県大洲市 県道大洲保内線
え ひめ おおず おおず ほない

北海道遠軽町 道道遠軽芭露線（いわね大橋）
えんがるちょう えんがるばろう

橋梁流出 法面崩落

岡山県倉敷市 末政川付近市道
おかやま くらしき すえまさがわ

岡山県玉野市 国道430号
おかやま たまの

広島県呉市 国道375号
ひろしま くれ

◯ 平成30年7月豪雨により、全国32の道府県で1,100を超える箇所が被災し、
各地で橋梁流出、法面崩落、土砂流出等が発生。



５） Ｈ３０．７月豪雨 ～高速道路の効果～
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○ 平成３０年度豪雨において、
・被災により通行止めとなった高速道路の広域迂回路として道路ネットワークが機能
・被災した４車線区間のうち２車線を対面通行として交通機能を早期に確保
するなど、これまでの整備により、災害時に一定の効果を発揮。

○ 東西の大動脈である山陽道が通行止めとなったが、被災後は補完する
２ルート(中国道及び山陰道)により広域交通の機能を確保
(中国道は平常時の約５倍(0.5万台 ⇒2.4万台))

○ 山陽道(河内IC～広島IC)において、片側一車線を優先啓開し、
コンビニ等への物資輸送車両の交通機能を早期確保

○ 高知道(川之江東JCT～大豊IC)において、
上り線の橋梁が流出する大規模被災だったが、
４車線であったため下り線を活用し、
早期に交通機能を確保

山陽道（志和～広島東）

通行止め区間（7/12時点）

おおとよか わ の え ひがし

＜区域外からの土砂等流入による被災状況＞

≪山陽道の事例≫

×

こうち ひろしま

≪高知道の事例≫

運行形態

山陽道（高屋～西条）

＜片側一車線での物資輸送車両の通行状況＞

←大豊IC

上り線

下り線

笹ヶ峰TN 

新宮IC→橋桁流出箇所

大豊ICから約３ｋｍ 対面通行規制区間
（約８ｋｍ）

新宮ICから約８ｋｍ

至 高松
（川之江東JCT）

至 高知
（大豊IC）

高知道の被災状況

至 川之江東ＪＣＴ

上り車線
下り車線



５） Ｈ３０．７月豪雨 ～広島～呉間における交通マネジメント～
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◯ 平成30年7月豪雨により、広島～呉間を結ぶ鉄道（JR呉線）及び高速道路（広島呉道
路）が被災し、広島～呉間の都市間の移動が大幅に制限。

◯ 復旧した国道31号に交通が集中する中、有識者、行政、交通事業者及び経済団体等
が連携し、災害時BRTの運行や交通需要抑制等の交通マネジメントを実施。

［実施した交通マネジメント施策］

■災害時渋滞対策協議会
⇒災害「直後」のソフト・ハード対策等の実施
（道路管理者、バス・鉄道会社、自治体が中心）

■災害時交通マネジメント検討会
⇒災害後「中長期的」な交通マネジメントの実施
（経済団体や交通マネジメントの有識者を追加）

［交通マネジメントのためのデータ取得］

・交通量（可搬式トラカン、CCTVカメラ）
・旅行時間（ETC2.0データ、バス運行データ 等）

・鉄道 約2.3万人/日 ⇒ 不通（7/6～9/9）

・高速道路 約1.2万台/日 ⇒ 通行止め（ 7/6～ 9/27）

［交通マネジメント体制］

■ハード対策
緊急交差点改良（国道31号、東広島呉道路 阿賀IC）

■ソフト対策
①災害時BRTの運行、バス専用レーンの設置
②交通需要抑制の呼びかけ（公共交通利用、相乗り、時差通

勤・通学、企業による通勤バス運行など）
③広域迂回誘導

［広島・呉間の交通状況］

＜災害時BRTの運行＞

＜バス専用レーンの設置＞

広域迂回誘導
（山陽道・東広島呉道路を経由）
⇒山陽道の通行料金を半額

至 広島市

呉駅

交通需要抑制の呼びかけ

（公共交通利用、相乗り、時差通勤・通学、企業
による通勤バス運行など）

緊急交差点改良
（国道３１号、東広島

呉道路 阿賀IC）

仁保JCT

坂北IC

呉IC

坂駅

坂町

海田町
熊
野
町

坂南IC

天応西IC

呉
市

国道31号

バス専用
レーンの設置
（国道31号）

⇒ 通行止め区間にて、
緊急車両とバスのみ
通行可能とする運用

広

島

呉

道

路

（
通

行

止

め

）

災害時BRTの
運行

（広島呉道路）

ＪＲ呉線（不通） 天応東IC

天応西IC

呉方面

広島方面

部分開通
出来ない

呉IC～天応東ICは通行不可

【通常の運用】

天応東IC

天応西IC

広島方面

呉方面

広島方面向きのＩＣ
で、呉方面向きの
機能を確保

天応西ICで特別転回することで
呉IC～天応西ICが通行可能

【今回の運用】



30

５） Ｈ３０．７月豪雨 ～特車通行許可～大雨

◯ 「平成３０年７月豪雨」に伴い、復旧のための重機等の輸送や、通行止による広域的な迂回
などの通行ニーズが発生し、被災地を発着地とする申請について、優先処理を実施。

◯ 協議先の自治体の被災等により許可まで時間を要するケースが存在する中、ＪＲ山陽本線
が被災した鉄道貨物輸送では、国土交通省と業界団体が連携。収録している電子道路情
報データを活用し、事前に通行可能なルートを確定することで、通行許可証を即日交付す
るなど迅速な処理を実現。

許可台数：497台（12ftコンテナ1,491個分）

うち即日許可：311台（12ftコンテナ933個分）

【許可状況】平成30年10月12日時点

※ 特車申請にあたり、業界団体（公益社団法人全国通運連盟）と連携し、通行可能なルートを事前に確定

※「タ」は、「貨物ターミナル駅」の略

■平成３０年７月豪雨における取組み

○ 鉄道貨物輸送の代行輸送において、特車通行許可を迅速処理



6） Ｈ３０台風21号の被害概要
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◯ 平成30年9月3日～9月5日に非常に強い勢力で徳島県南部に上陸後、兵庫県神戸市に再
上陸し、近畿地方を縦断。

◯ 倒木や斜面崩壊等により、高速道路9区間・直轄国道8区間・補助国道43区間が被災し、通
行止め。

◯ 電柱の倒壊が多数発生するとともに、高潮により関西国際空港や神戸港で浸水被害。

◯ 関西空港の連絡橋に、強風で流されたタンカーが衝突。

■地上天気図

出典：平成３０年台風第２１号に係る 関係省庁災害対策会議

【被害状況】

関空連絡橋へのタンカー衝突 強風による車両横転

電柱倒壊による家屋の損傷電柱倒壊による車道の閉塞



6） Ｈ３０台風21号の被害概要
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（大阪府守口市）

（大阪府泉南市）

【電柱の倒壊本数】
（ 本 ）

（滋賀県高島市）

《参考：電柱の倒壊本数》
・台風２４号：１１７本
・台風２５号： ２本

【道路の閉塞】 【停電・断水】【家屋・車両等の損壊】

＜停電の状況＞（H30.9.5 23:00経産省発表）

・最大停電戸数：約260万戸
（兵庫県の全世帯数に相当）

『台風21号 大阪・泉南 強風で電柱9本倒れ
道路ふさぐ 周辺では停電』

（2018/09/05 NHKニュース）
「台風の猛烈な風で電柱9本が相次いでなぎ
倒され、およそ300mにわたって道路をふさぎ、
通行できなくなっています。」

『飛ぶ屋根・倒木、停電拡大 電柱800本超が
損壊・現場近づけず 台風21号』

（2018/09/09 朝日新聞）
「大阪府泉南市の大阪晴愛病院は6日未明ま
で停電が続いた。入院患者は約60人。事務

長は「転院先を探したが、どの病院も手いっ
ぱいで見つからなかった。」

『電柱倒壊「恐ろしい」 台風21号8人負傷27

棟被害』
（2018/09/05 大阪読売新聞）

「強風で倒れた電柱が民家に直撃。住人の
男性は「窓から様子を確認し、目を疑った。
電線が切れてバチバチという音もしていた
ので、外に逃げることもできず、恐ろしかっ
た」と振り返った。」

『停電、全国に波及・・・医療機関に影響も』
（2018/09/07 産経WEST）

「台風21号による停電は関西地方を中心に
全国の最大計261万5千戸に及んだ。医療機
関でも停電が発生し、一部では患者移送など
の対応に追われた。内閣府のまとめによると、
全国では少なくとも医療機関153施設、精神
科病院7施設が停電。人工透析ができる施設
では、患者を移送し対応したケースもあっ
た。」

『泉佐野警察署へのヒアリング結果』
Q.電柱倒壊でどの様な業務上の支障が

発生したか？
A.迂回による到着時間の増（通行止め）

※各電力会社調べ（H30.10.5時点）
※ＮＴＴ調べ（H30.9.26時点）（精査中）
※上記の他、傾斜、沈下、ひび割れ等

の被害も発生
※国交省調べ

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 四国 合計

電力 109 23 16 22 286 870 23 1,349

NTT ‐ ‐ ‐ 2 46 284 ‐ 332

合計 109 23 16 24 332 1,154 23 1,681



6） Ｈ３０台風21号 ～関西国際空港連絡橋について～
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◯ 停泊していたタンカー船が強風で流され連絡橋に衝突し、下り線が損傷。

◯ 来年のＧＷまでを目標に復旧工事を実施。

1
8

衝突方向

９月４日 タンカー船が連絡橋に衝突

９月１４日 損傷桁撤去作業完了

H３１ GW 完全復旧（予定）

断面図

【タンカー衝突部を上空から空港島方面を向いて撮影】

泉佐野
市内

→

〇再利用可能な一部分を除き、新しい橋桁を 製作し
て架け直す

橋梁損傷箇所

桁Ⅰ 桁Ⅱ

損傷箇所

空港島
←

【橋面上の支障物撤去状況】

【撤去桁の吊り上げ状況】



6） Ｈ３０台風21号 ～関空連絡橋における交通マネジメント～
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◯ タンカー船が関西国際空港連絡橋の橋桁を損傷し、関西国際空港へのアクセスを担
う鉄道（上下線）及び高速道路（下り線）が被災。

◯ 道路管理者や空港関係者等が連携し、空港や鉄道などの復旧に合わせ、関西国際空
港連絡橋におけるマイカー規制等の段階的な交通マネジメントを実施。

［交通マネジメントのためのデータ取得］

・交通量（料金所データ、CCTVカメラ） 等

・鉄道 約6.7万人/日 ⇒ 不通（9/4 ～9/17）

・高速道路 約2.2万台/日 ⇒ 上り線のみ通行可能

9月4日 タンカー船が
連絡橋に衝突

⇒橋桁損傷（下り線）

上り線を活用して
対面通行

関空連絡橋 下り線２車線運用後

迂回
看板設置

周辺一般道の
迂回誘導

臨時シャトル
バス乗り場

関西国際空港

被災3日後より会議実施
■国：近畿地方整備局、近畿運輸局、大阪航空局
■自治体：大阪府
■警察：大阪府警
■高速道路会社：西日本高速道路、阪神高速道路
■空港：関西エアポート(株)

［交通マネジメント体制］

［実施した交通マネジメント施策］

空港や鉄道の復旧状況や道路の交通容量を踏ま
え、 段階的に通行可能な車両をマネジメント
9月7日 上り線を用いた対面通行運用開始

⇒緊急車両、シャトルバス等に限定
9月14日 損傷桁撤去作業完了
9月21日 対面通行箇所について、空港方面行き２車線

りんくう方面行き１車線とする運用開始
⇒タクシー・ハイヤー（緑ナンバー）通行可能

10月6日 ⇒マイカー・レンタカー通行可能

＊多様な手段を組み合わせた交通需要調整を実施
公共交通機関の利用促進
通勤車両の抑制（パーク＆ライド等）
ピーク時間帯回避によるマイレージポイント付与

［関西国際空港連絡橋の交通状況］



6） Ｈ３０台風21号 ～強風による車両転倒～
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7/13 18時通行止め解除

区間：瀬戸中央自動車道（児島IC～坂出IC 上り線）

◯ 台風21号の強風により車両が横転。車両横転事象は事前通行規制前に発生。

詳細図
至 岡山

至 高松

広域図

発生箇所

×

＜車両横転状況＞

瀬戸中央自動車道

本四高速の強風の通行止め基準は、
10分間平均風速がおおむね25m/s以上

現在、本州四国連絡高速道路会社に
おいて検証中



6） Ｈ３０台風21号 ～予防的通行止めの取組～
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◯ 台風21号の際に、車両転倒が発生した本四高速、関西国際空港での孤立状態が発生した
ＮＥＸＣＯ西日本においては、その後の台風24号の際に、気象予測に基づき、車両の退出
に要する時間や急激な気象変化を考慮した予防的な通行止めを実施。

◯ 高速道路会社において３時間ごとに通行止め予想の広報を実施。

◯ 台風24号の際には、本取組による車両の横転、現場の混乱等は発生しなかった。

＜通行止め予想広報の例＞



７） Ｈ３０豪雪の被害概要
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首都高３号渋谷線（1/22 20時頃）

◯ 平成30年1月22日から23日にかけて、低気圧が本州の南海上を急速に
発達しながら東北東に進んだため、首都圏を中心に広い範囲で大雪と
なった。

◯ この大雪により、首都圏では、鉄道の運休・遅延、航空機や船舶の欠
航、高速道路の通行止めなどの交通障害や、積雪による転倒などの人
的被害が発生した。

◯ 22日10時から23日1時までの期間、東京都心の積雪量は最大で23cmを
観測した。

◯ 平成30年2月4日から7日にかけて日本付近に強い寒気が南下し、北日本と、東日本・西日本の日本海
側の広い範囲で大雪となった。

◯ この大雪により、福井県嶺北地方などでは、鉄道の運休・遅延、高速道路や直轄国道などの通行止め
などの交通障害や、積雪に起因する死亡など人的被害が発生した。

◯ 福井県嶺北地方では6日16時までの24時間降雪量が平地でも60cmを超える記録的な大雪となり、
福井市では37年ぶりに最深積雪が130cmを超える大雪となった。（1981年の昭和56年豪雪以来）

国道8号（2/7 15時30分頃） Ｅ８北陸自動車道 丸岡ＩＣ～加賀ＩＣの除雪状況



７） Ｈ３０豪雪 ～近年の降雪状況～
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24時間降雪量が多い日が増大

H28年度
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■年降雪量と１月の平均気温（10年平均）
⇒概ね横ばい

資料：気象統計データ（気象庁）から作成
■累積降雪量、２４時間降雪量は積雪地域が道府県の面積の半数以

上を占める道府県の気象官署の降雪量を平均
累積降雪量は、11月～翌年3月までを集計

S54 H28

■過去10年で最深積雪が観測史上最高を更新した地点
⇒雪の少ない地域でも近年において観測史上、最高を更新

H28.1.24 
瑞穂102cm

平成26年豪雪

H28.1.24 
南阿蘇6cm

※資料：気象統計データ（気象庁）から作成

年度

-1.6（℃） 0.1（℃） -0.4（℃）-0.3（℃）

445（cm）

304（cm）
342（cm） 344（cm）

395

299

N=323

未更新
68%

H23～H28年
度に更新

19%

H17～H22年度
に更新
13%

過去10年で約3割以
上更新

観測所（観測史上、最高を更新した年）

◯ 年降雪量は概ね横ばい。昭和54年度と比べ平成28年度では、降雪の深さは少ないが、
24時間降雪量の多い日が増大。

◯ 近年、積雪の深さが観測史上最高を更新する地点が3割以上あり、雪の少ない地域も含
め、ゲリラ豪雪が局所的に発生。



７） Ｈ３０豪雪 ～首都高速道路～

39

大雪

◯ 首都高速道路では、1月22日（月）14時より通行止めを開始、総延長320kmのうち約7割
（約230km）が通行止めとなり、全面通行再開までに4日間を要した。

◯ また、中央環状線では3箇所で10時間を超える大規模な車両滞留が発生。

○ 首都高速道路の通行止め区間と通行再開時期

練馬

鶴ヶ島JCT

東京外環道

中央道

○通行再開時期

：1月23日に通行再開 約75km

：1月24日に通行再開 約90km

：1月25日に通行再開 約45km

：1月26日に通行再開 約20km

総計 約230km
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：長時間滞留

①

②

③

長時間車両滞留発生箇所

① 中央環状線（外回り） 西新宿JCT～大井JCT

【原 因】トレーラの立ち往生

【最 大 長】約12km

【滞留時間】約10時間

② 中央環状線（外回り） 王子南出口付近～滝野川付近

【原 因】大型車２台の立ち往生

【最 大 長】約1.6km

【滞留時間】約11.5時間

③ 中央環状線（内回り） 四ツ木出口～葛西JCT

【原 因】一般道への出口渋滞

【最 大 長】約10km

【滞留時間】約11時間

【主な課題】
◯ 急勾配箇所等の局所的リスク箇所への対応

（立ち往生車両の監視体制、融雪設備の充実）
◯ 立ち往生が発生した際の、本線・流入ランプの迅速な通行止め
◯ 滞留車両の排除作業や除雪作業の迅速化
◯ 滞留中のドライバーへの支援 等

車両滞留状況（護国寺出口）

車両滞留状況（西新宿JCT）

路面状況（３号渋谷線（上）駒沢付近）

（１月23日 7：10）



７） Ｈ３０豪雪 ～国道8号における大規模な車両滞留～
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◯ 2月5日夜の北陸道の通行止めに伴い並行する国道8号に交通が集中。

◯ 2月6日朝9時頃に大型車の脱輪をきっかけに渋滞が発生する中、6日未明からの激しい降
雪により車両の雪がたまり、自走出来ない車両が発生⇒大規模な車両滞留。
⇒最大滞留：約1500台、滞留期間：2月6日8時30分～2月9日1時00分（2日17時間）



７） 大雪時の道路交通確保対策 中間とりまとめ 概要
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H30.4.23 第3回冬期道路交
通確保対策検討委員会

○近年、24時間降雪量の増大、積雪深さの観測史上最大の更新など、雪の少ない地域も含め、集中的な大雪※が局所的に発生
※：大規模な車両滞留や長時間の通行止めを引き起こす恐れのある大雪

○道路ネットワークの整備が進む中で、車社会の進展、輸送の小口多頻度化等により、国民生活や企業活動の道路交通への依存が高まっており、大
雪時の車両の滞留は、国民生活や企業活動に大きく影響

○集中的な大雪時であっても、通常時と比べて自動車の利用台数に大きな変化が見られない

１．繰り返し発生する大規模な車両滞留
○集中的な大雪時に大規模な車両の滞留が繰

り返し発生、解消までに数日間を要するケー
スもある

○高速道路の早期通行止めに伴い、並行する
国道等に車両が流れ込み、大規模な車両滞
留につながるケースも多い

○チェーン未装着の大型車による影響が
大きい

Ⅰ 冬期の道路交通を取り巻く環境

２．道路管理者等によるこれまでの
主な取り組み

○異例の降雪が予想される場合、「大雪に
関する緊急発表」を行うなど道路利用者
に注意喚起を実施

○関係機関の連携強化を図るため、地域
単位で「情報連絡本部」を設置

○除雪優先路線･区間の設定、除雪体制の
応援等を実施

○平成２６年の災害対策基本法改正に基
づき、道路管理者による立ち往生車両・
放置車両等の移動が可能

これらの取り組みを実施している一方
で、大規模な車両滞留や長時間の通行
止めが繰り返し発生している

１．道路管理者等の取り組み
（１）ソフト的対応

○タイムライン（段階的な行動計画）の作成
・関係機関と連携し地域特性を踏まえ作成 ・合同訓練実施
・気象予測精度向上

○除雪体制の強化
・地域に応じた体制強化 ・道路管理者間の相互支援などの構築

○除雪作業を担う地域建設業の確保
・契約方法の改善 ・予定価格の適正な設定等

○除雪作業への協力体制の構築
・道路協力団体等地域や民間団体が参加できる仕組み等

○チェーン等の装着の徹底
・チェーン未装着の大型車等の通行制限やペナルティ等の検討

２．道路利用者や地域住民等の社会全体の取り組み
○集中的な大雪時の利用抑制・迂回 ○冬道を走行する際の準備
・主体的な利用抑制に取り組む環境の醸成 ・チェーン等の装備の備え

Ⅲ 大雪時の道路交通確保に対する考え方の転換Ⅱ 大雪時の道路交通確保に
向けたこれまでの取り組み

３．より効率的･効果的な対策に向けて
○関係機関の連携の強化 ○情報収集･提供の工夫 ○新技術の積極的な活用

Ⅳ 大雪時の道路交通確保に向けた新たな取り組み

（２）ハード的対応
○基幹的な道路ネットワークの強化
・地域の実情に応じて、高速道路の暫定２車線区間や

主要国道の４車線化、付加車線等を通じ、ネットワークを強化

○集中的な大雪時の需要抑制
・出控え等の要請と社会全体のコンセンサス

・都市部における公共交通機関との連携した呼びかけ

○集中的な大雪時の予防的な通行規制・集中除雪
の実施
・通行止め基準の検討、リスク箇所の事前把握と監視強化

・集中除雪による早期開放

・広域的な広報、予告の発表による広域迂回の呼びかけ

○立ち往生車両が発生した場合の迅速な対応
・本線等の速やかな通行止め

・沿道施設管理者との連携によるＵターン場所の確保

・滞留車両への物資や情報等の適切な提供

集中的な大雪時は、「自らが管理する道路を出来
るだけ通行止めにしないこと」を目標として対応

道路ネットワーク全体として大規模滞留の抑制と
通行止め時間の最小化を図る 「道路ネットワー
ク機能への影響を最小化」を目標として対応

○スポット対策、車両待機スペースの確保
・カメラ増設、ロードヒーティング等の消融雪設備の整備
・SA・PAの拡張や待避所の整備 等

これまでの考え方 今後の考え方

冬期の道路交通を取り巻く環境は非常に厳しい状況


